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ABSTRAK 
 

Vaniya Safitri Irawan. 2023. Penggunaan Model Think Pair Share Dalam Meningkatkan 

Keterampilan Berbicara Mahasiswa Dalam Mata Kuliah Kaiwa II. Skripsi, Program Studi Pendidikan 

Bahasa Jepang Fakultas Bahasa dan Seni Universitas Negeri Jakarta. 

Tujuan penelitian ini adalah untuk mengetahui penggunaan model Think Pair Share dalam 

meningkatkan keterampilan berbicara dalam mata kuliah kaiwa dan untuk mengetahui 

tanggapan peserta didik terhadap penggunaan model ini. Pada Maret 2020, WHO 

mengumumkan status pandemi global akibat COVID-19.  Respons pemerintah terhadap status 

pandemik global adalah tindakan pembatasan sosial dan pembelajaran jarak jauh sebagai cara 

untuk mengurangi angka penyebaran virus. Dalam konteks pembelajaran daring, aplikasi 

seperti Google Classroom dan Zoom banyak digunakan termasuk dalam pembelajaran Kaiwa 

di Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang. Namun, penggunaan aplikasi daring tersebut 

membuat interaksi baik peserta didik dengan guru maupun antar peserta didik menjadi 

tantangan. Solusi untuk mengatasi hal ini, penulis merekomendasikan penggunaan model 

pembelajaran Think Pair Share untuk meningkatkan interaksi dan keterampilan berbicara 

siswa dalam mata kuliah Kaiwa II di Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang Universitas 

Negeri Jakarta. Model ini telah terbukti efektif meningkatkan keterampilan berbicara bahasa 

asing dalam penelitian sebelumnya dalam pembelajaran luring. Penelitian ini menggunakan 

metode penelitian pre-experimental design dengan desain one-group pretest posttest. Sampel 

penelitian ini diambil menggunakan teknik purposive sampling dengan melihat nilai rata-rata 

ujian akhir pada semester I. Instrumen pada penelitian ini adalah tes dan angket. Tes bertujuan 

untuk mengetahui keterampilan peserta didik sebelum dan sesudah pemberian treatment. 

Angket dibagikan untuk mengetahui tanggapan peserta didik terhadap penggunaan model 

Think Pair Share. Berdasarkan hasil analisis data, diketahui bahwa terdapat peningkatan 

sebesar 25 poin dari nilai rata-rata pretest sebesar 48 dan nilai rata-rata posttest sebesar 73. 

Selain itu diketahui ttabel dengan signifikansi 5% sebesar 2,02 dan thitung sebesar 5,11. Dengan 

demikian dapat disimpulkan bahwa penggunan model Think Pair Share dapat meningkatkan 

keterampilan berbicara peserta didik dalam mata kuliah Kaiwa. Adapun tanggapan dari peserta 

didik terhadap penggunaan model Think Pair Share selama pembelajaran Kaiwa II adalah 

peserta didik merasa senang, lebih percaya diri, dapat memahami materi dengan lebih baik, 

serta memudahkan mereka untuk berinteraksi dengan peserta didik lainnya. 

Kata kunci: model pembelajaran, Think Pair Share, keterampilan berbicara, bahasa Jepang, daring 
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ABSTRACT 

 

Vaniya Safitri Irawan. 2023. The Use of Think Pair Share Model in Improving Students' Speaking 

Skills in Kaiwa II Course. Thesis, Japanese Language Education Study Program, Faculty of Language 

and Arts, State University of Jakarta. 

The purpose of this study was to determine the use of the Think Pair Share model in improving 

speaking skills in kaiwa courses and to determine students' responses to the use of this model. In 

March 2020, WHO announced the global pandemic status due to COVID-19.  The government's 

response to the global pandemic status is social distancing measures and distance learning as 

counter measures of corona virus. In the context of online learning, applications such as Google 

Classroom and Zoom are widely used including in learning Kaiwa in the Japanese Language 

Education Study Program. However, the use of these online applications makes the interaction of 

both learners and teachers and between learners a challenge. To overcome this, the author 

recommends the use of Think Pair Share learning model to improve students' interaction and 

speaking skills in Kaiwa II course at Japanese Language Education Study Program of Universitas 

Negeri Jakarta. This model has been proven effective in improving foreign language speaking skills 

in previous studies in offline learning. This study used pre-experimental research method with one-

group pretest posttest design. The sample of this study was taken using purposive sampling 

technique by looking at the average score of the final exam in the first semester. The instruments 

in this study were tests and questionnaires. The test aims to determine the skills of students before 

and after treatment. Questionnaires were distributed to find out students' responses to the use of the 

Think Pair Share model. Based on the results of data analysis, it is known that there is an increase 

of 25 points from the pretest average value of 48 and the posttest average value of 73. In addition, 

it is known that the t table with a significance of 5% is 2.02 and the tcount is 5.11. Thus, it can be 

concluded that the use of the Think Pair Share model can improve students' speaking skills in Kaiwa 

courses. The responses from students to the use of Think Pair Share model during Kaiwa II learning 

are students feel happy, more confident, can understand the material better, and make it easier for 

them to interact with other students. 

Keywords: learning model, Think Pair Share, speaking skills, Japanese, online 
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会話 II 授業における学生の話す力向上 Think Pair Share モデルの使用 

 

ジャカルタ国立大学 

Vaniya Safitri Irawan 

v.safwan08@gmail.com 

概要 

A. 背景 

2020年 3月 、世界保健機関 （WHO）はコロナの感染拡大により、

世界は世界的なパンデミック状態にあるコロナ渦との声明を発表した。

コロナは SARS-Cov-2 ウイルスによって引き起こされる病気である。この

ウイルスは通常、軽度から中等度の呼吸困難を引き起こし、自然治癒す

る。しかし、コロナが高齢者や他の合併症を持つ患者に感染すると、死

に至る場合も少なくない。教育文化省は、コロナ普及の緊急期間におけ

る教育政策の実施に関する通達第 4/2020 号を発行した。 この通達に基

づき、教育機関はオンライン学習、または遠隔授業を実施することを決

定した。遠隔授業（PJJ）は、教室の外で個別に行われる学習過程活動で

ある。Rachmawati (2016) による教育者と学生は、同じ教室にいなくて

も授業を受けることができる。発生する相互作用は直接的または間接的

である。 

 

ジャカルタ国立大学の日本語教育学科、特に「会話 II」授業では、

遠隔授業の際、オンラインで授業を行った授業は、Zoom Meetingや LINE 

Callsというアプリケーションを使って、バーチャルに授業に参加した。 

Zoom Meeting のアプリケーションを通して、教師はデオや教材を共した。

その後、生徒と個別に質疑応答を行ったり、生徒に会話のモデルを作っ
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てもらったりする。LINE 通話を使った授業では、教師が学習内容を伝え、

教科書に掲載されている会話モデルを学生に読んでもらい、表現方法に

ついて説明する。その後、学生に会話のモデルになってもらい、友達と

会話をしてもらう。 

クラス活動では、学生と教師とのやりとりが多いため、学生が教師

に聞かれたとき硬く緊張で答えることがあった。さらに、授業中の学習

者同士の交流も不足していた。教師が生徒に、以前に生徒がした会話の

例を示すよう求めたときだけ、生徒同士の交流が起こった。 

Su （2005) により、相互作用の欠如は、オンライン学習の弱点で

ある。学習者同士、学習者と教育者の相互作用は、オンライン学習の質

を左右する重要な要素である。 

教育・学習活動における相互作用を向上させるための取り組みのひ

とつに、協同学習法の活用がある。協同学習法は、生徒が他の生徒と積

極的に協力することを優先する学習法である。協同学習法のモデルのひ

とつが Think Pair Shareである。 

Trianto (2009)は、Think Pair Share は協同学習モデルであり、生

徒がより主体的にペアで考え、意見を交換し、他の生徒と共有する機会

を与えることで、生徒の学習への積極性を促すものであると説明してい

る。 

先行研究による Think Pair Share の使用は話す力を向上させ、学習

活動におけるインタラクションも向上させることができる。しかし、こ

れまでの研究では、Think Pair Share モデルはオフラインで実施されて

いる。本研究では、この Think Pair Share をオンライン学習に適用する。

会話 II 授業における Think Pair Share モデルを使用することで、生徒
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の話すが向上し、生徒や教師が直面する学習問題の解決策の一つになる

ことを期待している。 

B. 問題の提供 

上記で述べた背景に基づいて、本研究の問題の提供は次のようだ。 

１． Kaiwa II授業における Think Pair Share モデルの使用することは

どうであろうか。 

２． Kaiwa II授業における Think Pair Share モデルの使用に対する学

生の意見はどうであろうか。 

 

C. 理論 

本研究の目的は、Kaiwa IIの授業における Think Pair Share モデ

ルを使用するおよび、使用に対する学生の意見を明らかにすることであ

る。話す力に関しては、Harianto（2020）によれば、話す力はアイディ

アを論理的かつ体系的に組織し、適切な言語とコミュニケーションコン

テキストに基づいてスムーズかつ明確に表現する能力に関わる。また、

Marzuqi（2019）によれば、話す力は相手に対して口頭でアイディア、考

え、感情を表現するための言語的な力である。 

本研究では、評価の側面に関して、JF Standard の評価基準から取

り入れる予定である。JF Standardは、ジャカルタ国立大学の日本語教育

学科の会話授業で使用されている評価基準のガイドラインである。話す

力に関する JF Standardの評価は以下の通りです：1) ディスコース理解

能力、2) 文法、3) 語彙、4) 流暢さ、および 5) 社会言語学。 

Think Pair Share は学習者に自律的な学習の機会を提供する協力的

学習モデルであり、Think（考える）、Pair（ペアを組む）、Share（共

有する）という 3つの段階の活動が含まれている（Trianto、2009）。 
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また、協力的学習モデルの Think Pair Shareは、教育者が問題や質

問を提示し、学習者が最初に自分自身で考えて答えるようにし、その後

他の学生とディスカッションを行い、合意した回答をクラスで共有する

というシンプルなモデルである（Huda、2011）。 

D. 結果と分析 

本研究は 2022年 2月 27日から 2022年 3月 23日まで、日本語教育学

科で実施された。本研究で使用された研究方法は Pre Experimentalメソッ

ドであり、One Group Pretest Posttest デザインが採用されている。本研

究では、特定の理由に基づいてサンプルを取得するための目的抽出サンプ

リング技術を用いて実験クラスが選ばれた。言い換えれば、サンプルの取

得は研究の必要性に基づいて行われました（Sugiyono、2007:300）。サン

プルの取得の基準の一つは、他のクラスよりも平均点が低かったため、そ

のクラスが選ばれた。 

1. 事前テストと事後テスト 

事前テストと事後テストの結果、および会話IIの授業におけるThink 

Pair Share モデルの使用に対する学生の意見を知るためのアンケートに

基づいて収集された。事前テストは 2 回行われ、2022 年 2 月 11 日と 12

日に行われた。11 日のサンプルは 10 人、12 日のサンプルは 13 人でした。

同様に、事後テストは 2022年 3月 21日と 28日に 2回行われた。 

Kaiwa II の授業において Think Pair Share モデルを使用する際、

Think、Pair、そして Share の 3 つの段階を行う。Think の段階では、学

生徒は個別に、会話の例のビデオを見て、それに関する質問に答える。

その後、Pair の段階では、学生はブレイクアウトルームに移動し、答え

を共有し、ビデオの会話に関連するディスカッションを行う。最後の

Share の段階では、学生は Zoom メインのルームに戻り、ディスカッショ
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ンの結果を共有する。Think Pair Share を実施した後、学生は与えられ

たテーマと役割カードに基づいてロールプレイの練習を行う。 

以下には事前テストと事後テストの結果である。 

計算結果 事前テスト 事後テスト 

平均点 48 73 

最大値 72 93 

最低値 0 55 

結合された標準偏差 4,89 

ｔ数 5,11 

ｔ表 2,02 

 

本研究のデータに基づいて、事前テストの平均値が 48 で、事後テス

トの平均値が 73 であることから、平均値は 25 ポイント向上している。

この平均値の向上は、Think Pair Share モデルの使用に起因している。

また、有意水準 5％での t-表は 2.02で、計算された t数は 5.11である。

したがって、Think Pair Shareモデルの使用により、会話 IIの授業にお

いて生徒の話す力が向上すると結論付けることができる。 

向上できる理由は、Think Pair Share を使用することで、通常の

KaiwaIIの授業に比べて、学生はより多くのディスカッションや練習の機

会を得ることができる。この機会が学生の自信を向上させ、特に会話時

の単語の反復を減少させ、メッセージの伝達効果を向上させる。 

Think Pair Share モデルを使用して学習する際のディスカッション

と練習の機会は、Cahyani（2018）によって提唱された Think Pair Share

の利点の一つである。学生にクラスで参加する機会を提供し、また学生

には考える、答える、お互いに助け合うための多くの機会を提供するた
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め、学生の自信を高める。自己信頼心の向上に加えて、TPSの使用は、特

定のトピックに関する対話で使用される語彙や文法に関連する素材を理

解しやすくするのに役立つ。これは、学生のフィードバックに基づいて

おり、100％の学習者が素材を理解しやすく感じるという結果に基づいて

いる。 

2. アンケート 

この調査アンケートの結果は次のようである。 

1. 100%の学習者が、モデル「Think Pair Share」を使用すると、教材を

理解しやすく感じると同意した。 

2. 96%の学習者が、「Think Pair Share」モデルを使用することで、コミ

ュニケーションと意見の伝達がより簡単になると同意した 

3. 87%の学習者が、「Think Pair Share」モデルを使用することで、ロー

ルプレイに自信を持つようになると同意した。 

4. 96%の学習者が、「Think Pair Share」モデルを使用することで、理解

していない部分について友達に質問しやすくなると同意した。 

5. 83%の学習者が、「Think Pair Share」モデルを使用することで、理解

していない部分を持つ友達をサポートしやすくなると同意した。 

6. 87%の学習者が、「Think Pair Share」モデルを使用することで、学習

に対する意欲が湧くと同意した。 

7. 96%の学習者が、「Think Pair Share」モデルを使用することで、学習

が楽しくなると同意した。 

8. 100%の学習者が、「Think Pair Share」モデルの使用は会話の授業に

適用できると同意した。 

このアンケートには、Think Pair Share モデルの使用に関する提案

やフィードバックを提供するためのオープンコメント欄も含まれている。
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23人の学習者がアンケートに回答し、そのうち 14人がコメント欄に意見

を記入した。 

提供されたいくつかの提案とコメントは次のようである。 

１.Think Pair Shareモデルは会話の授業に適している。 

２.Think Pair Share モデルは学習に積極的に参加する勇気を与え、仲間

と一緒に練習する時間を提供する。 

３. 討論の機会を提供し、理解していない内容について互いに思い出さ

せ合う。 

４. グループメンバーは照れないように自分で選ぶと良い」。 

 

E. 結論 

本研究結果に基づき、「会話 II」の授業における「Think Pair Share」

モデルの使用は、学生の話すスキル向上に効果的であると結論できる。

これは、事前テストの平均点が 48であり、事後テストとの平均点が 73に

上昇し、25ポイントの向上が見られたことから明らかである。 

また、「Think Pair Share」モデルの使用により、t 数が 5.11 とな

り、有意水準 5％および自由度 44 の t 表（2.02）を上回っていることか

ら、事前テストと事後テストの結果に統計的に有意な差があることが示

されている。 

また、会話 IIの授業での Think Pair Shareモデルの使用は、生徒を

積極的に授業に参加させ、より多くの練習時間を提供し、生徒が授業の

テーマについてディスカッションする機会を与えるものだろう。これが

学生が授業内容を理解し、日本語で話す自信を高めるのに寄与している。

したがって、「Think Pair Share」モデルは「会話 II」の授業において

学生の話す力を向上させる上で肯定的な影響を持っていると結論できる。 
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